
佐野市議会 検 索 検 索佐野市議会スマート中継

　10月2日から10日にかけて佐野市で開催された、
いちご一会とちぎ国体のラグビーフットボール競技
とバレーボール競技の様子です。
　全国から集まった選手たちが、熱戦を繰り広げて
いました。
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臨時会
■令和4年8月3日に臨時会を開催

■令和3年度決算を認定
■決算審査特別委員会で延べ35人が質疑
■一般質問に20人が登壇

令和４年９月定例会



９月定例会には、令和３年度一般会計決算、特別会計決算
及び企業会計決算の認定についての各議案が提出されました。
議会では、議員全員で構成する決算審査特別委員会を設置
し、９月１６日、２０日、２１日、２２日の４日間にわたり審査
を行いました。
特別委員会では、一般会計決算に１９名、特別会計決算及び
企業会計決算に１６名の委員が質疑を行い、市に対する決算審
査要望書を取りまとめ、全７件の決算議案を認定しました。（議
決結果は３ページをご覧ください。）

（注）各会計ごとに1万円未満を端数処理しているため、歳入歳出差引残額、小計及び合計欄については実際の数値と異なることがあります。

●一般会計及び特別会計

一般会計決算、特別会計決算、企業会計決算を認定一般会計決算、特別会計決算、企業会計決算を認定一般会計決算、特別会計決算、企業会計決算を認定
令和3年度

（１万円未満四捨五入）

（１万円未満四捨五入）

区　　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額
一　般　会　計 622億6,000万円 598億1,214万円 563億9,423万円 34億1,791万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業（事業勘定） 123億6,615万円 123億   747万円 119億4,285万円 3億6,462万円
国民健康保険事業（直営診療施設勘定） 2億8,502万円 2億3,691万円 2億3,691万円 0円
介護保険事業（保険事業勘定） 116億4,937万円 116億8,760万円 113億8,762万円 2億9,998万円
後 期 高 齢 者 医 療 14億5,984万円 14億3,500万円 14億3,159万円 341万円
小 計 257億6,038万円 256億6,698万円 249億9,897万円 6億6,801万円
合　　　　計 880億2,038万円 854億7,912万円 813億9,320万円 40億8,592万円

●企業会計

区　　分
水道事業会計 下水道事業会計

予算額 決算額 予算額 決算額

収 益 的 収 支
収　入  23億3,130万円   23億3,905万円  46億2,997万円 48億1,083万円
支　出  21億2,998万円   20億3,330万円  42億5,901万円 39億7,203万円

資 本 的 収 支
収　入  10億8,187万円   6億9,825万円  23億6,950万円 19億9,169万円
支　出  22億4,624万円   15億6,455万円  37億8,844万円 34億3,319万円

副委員長
蘒原　政夫

委員長
菅原　　達

決算審査特別委員会 （パソコン・スマートフォンなどで録画画像をご覧になれます）

佐野市議会　議会中継
（令和４年）

　令和４年第５回（９月）定例会・常任委員会・
決算審査特別委員会」からご覧ください。

令和3年度　決算の概要
決算審査特別委員会の様子（ 写真左：執行部側、写真右：委員の質疑 ）
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議案番号 件　　名 議決結果

一般会計

議案第58号 令和3年度佐野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

特別会計

議案第59号 令和3年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

議案第60号 令和3年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）歳入歳出決算の認定
について 認定 賛成全員

議案第61号 令和3年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

議案第62号 令和3年度佐野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

企業会計

議案第63号 令和3年度佐野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決�
及び認定 賛成全員

議案第64号 令和3年度佐野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決�
及び認定 賛成全員

決算審査特別委員会に付託された議案と結果

決算審査特別委員会質疑者一覧

○ 一 般 会 計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名
1 澤　田　裕　之 11 慶　野　常　夫
2 久　保　貴　洋 12 小　暮　博　志
3 鶴　見　義　明 13 鈴　木　靖　宏
4 高　橋　　　功 14 金　子　保　利
5 小　森　隆　一 15 春　山　敏　明
6 横　井　帝　之 16 長　浜　成　仁
7 早　川　貴　光 17 田　所　良　夫
8 小　倉　健　一 18 木　村　久　雄
9 神宮次　秀　樹 19 滝　田　洋　子
10 飯　田　昌　弘

○ 特別会計及び企業会計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名
1 久　保　貴　洋 9 春　山　敏　明
2 鶴　見　義　明 10 長　浜　成　仁
3 鈴　木　靖　宏 11 金　子　保　利
4 早　川　貴　光 12 田　所　良　夫
5 澤　田　裕　之 13 飯　田　昌　弘
6 小　倉　健　一 14 神宮次　秀　樹
7 滝　田　洋　子 15 小　暮　博　志
8 木　村　久　雄 16 小　森　隆　一

※�山菅直己議員は議長のため、横田誠議員は副議長のため、
菅原達議員は決算審査特別委員会委員長のため、蘒原政夫
議員は決算審査特別委員会副委員長のため、川嶋嘉一
議員は議員選出の監査委員のため、質疑を控えました。

賛否が分かれた議案

議案番号 件　　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324
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議案第58号 令和3年度佐野市一般会計歳入
歳出決算の認定について 21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○議 長○○○ ○

議案第59号
令和3年度佐野市国民健康保険
事業特別会計（事業勘定）歳入
歳出決算の認定について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○議 長○○○ ○

議案第61号
令和3年度佐野市介護保険事業
特別会計（保険事業勘定）歳入
歳出決算の認定について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○議 長○○○ ○

議案第62号
令和3年度佐野市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定
について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○議 長○○○ ○

※○＝賛成、×＝反対
※山菅直己議長は採決に加わりません。
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（持続可能な消防・救急体制）

　近年、大きな地震や風水害などが相次ぐ中、消防指令システム及び消防ＯＡシス
テムに多様な新しいアイデアを取り入れ、最先端のＩＣＴを活用した先進的な高機
能消防指令システムの充実が求められている。
　また、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、全国的に医療機関がひっ迫し、
救急搬送の困難事案が多発するなど、消防・救急体制に影響が生じたことを踏まえ、
各種資機材の充実や職員を効率的に配置するなど、持続可能な消防・救急体制を
確保するよう努められたい。

（安定的な行政運営の推進）

　本市の持続可能性を高めるため、ウクライナ情勢の長期化や新型コロナウイルス
感染症の動向に注視し、国内外の社会経済の状況に合わせた対策を講じつつ、人口
減少の克服に向けた取組を加速させる必要がある。
　そこで、安定的な行財政運営を堅持するために、ＰＰＰ/ＰＦＩによる民間資金や民間
活力の活用によって、市有施設の維持・更新を推進するとともに、地域団体との協働
によるＳＤＧｓの推進や官民連携によるスマートシティの推進に努められたい。
　また、ふるさと納税などの税外収入の確保のみならず、本市の関係人口を増やす
など、移住・定住に資する取組を力強く推進されたい。

（健康と環境問題）

　地球温暖化による気温の上昇で細菌類の繁殖もあり、人の健康に大きく影響する
ことが懸念されることから、温暖化を抑制することは、市民の健康を守ることに通じ
るため、温室効果ガスの削減に努められたい。
　また、地球温暖化による暑さは、人間の健康維持において、栄養状態、衛生状態
などが悪化し、感染症へのリスクが増大することも考えられることから、新型コロナ
ウイルス感染症の収束が見えない中ではあるが、冬季に流行するインフルエンザの
対策も踏まえ、更なる感染症対策を図られたい。

決算審査要望書令和3年度令和3年度

1

2

3
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（給付型奨学金の創設）

　新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、企業活動も先が見通せず、家庭
の収入も厳しい状況が続いていることから、子どもたちの未来に支障がない奨学金
制度として、将来に負担を残さない給付型の奨学金の創設が急務である。企業の倒
産などにより、急に支援が必要になるケースにも備え、各年代に必要な支援策を検
討し、子どもたちが進学を諦めないための佐野市としていただきたい。

（企業誘致の具体的政策の確立）

　現在、出流原ＰＡ周辺及び国道50号沿線（西側エリア）の開発が示され、新たな産
業団地の造成に進もうと取り組んでいる。交通の要衝である立地を最大限活かせるよ
うに、具体的にどのような企業を誘致するか検討し、企業誘致の政策を展開する必
要がある。そのためには、雇用の創出、賃金の上昇が見込める企業誘致を検討す
ることが求められる。輸送関連企業にとどまらず、設備投資が必要な企業の誘致や
本社機能の移転が可能な企業の誘致を優先し、人口増及び税収増を目指した政策の
展開を図られたい。

（防災・減災を強化したインフラ整備の推進）

　出流原スマートインターチェンジの開通により佐野インランドポートはもとより、
出流原ＰＡ周辺開発のインフラ整備が整い、かねてからの構想である出流原ＰＡ周
辺総合物流開発整備事業の国際防災拠点の創設及び防災関連企業の誘致を加速化し、
高質な雇用の創出に向けて取り組んでいただきたい。
　また、頻繁する自然災害への対応として、河川内の堆積土砂の除去を強く要望する。
そして、河川越水の危険性、橋脚の老朽化等への影響も鑑み、普通河川の維持、点検、
補修、整備等の計画的な遂行に努められたい。

（土地区画整理事業の着実な推進）

　駅南公園西土地区画整理事業においては、令和15年度完了に向け、減価補償地
区とする課題の検討及び地権者の理解が得られるような物件調査や算定を行い、駅
南エリアの開発計画を着実に進められたい。

4
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9月定例会一般質問

８
月
10
日
の
下
野
新
聞
の
報
道
に
よ
る
と
、「
文

化
庁
の
有
識
者
会
議
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識

者
会
議
が
６
月
に
公
表
し
た
運
動
部
の
移
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
同
じ
２
０
２
３
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
度

を
改
革
集
中
期
間
に
設
定
し
、
自
治
体
に
推
進
計
画

の
策
定
を
求
め
、
将
来
的
に
平
日
の
部
活
も
学
校
か

ら
切
り
離
す
検
討
を
進
め
る
」と
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
、
受
け
止
め
、
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長

地
域
へ
の
部
活
動
移
行
は
運
動
部
が
先
行
し
て

い
く
よ
う
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
文
化
部
も
含

め
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
教
師
の
長
時
間
労
働
の

要
因
の
一
つ
が
部
活
動

指
導
で
あ
る
と
言
わ
れ
、

国
の
方
針
や
社
会
情
勢

等
を
鑑
み
た
と
き
、
本

市
と
し
て
も
丁
寧
か
つ

迅
速
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

鶴つ
る
み見　

義よ
し
あ
き明 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

旗
川
中
流
域
の
堆
積
土
砂
に
つ
い
て

市
民
課
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

進
化
す
る
佐
野
市・選
ば
れ
る
佐
野
市
に
つ
い
て

神じ
ん
ぐ
う
じ

宮
次 

秀ひ
で
き樹 

議
員 

 

（
政
友
み
ら
い
）

田た
ど
こ
ろ所　

良よ
し
お夫 

議
員

（
新
風
）

旗
川
中
流
域
の
中
で
も
特
に
堆
積
土
砂
が
多
い

と
思
わ
れ
る
御
神
楽
橋
か
ら
三
好
橋
の
間
の
約

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
地

域
住
民
か
ら
の
声
と
し
て
、
堆
積
土
砂
の
運
び
出
し

の
要
望
を
県
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。
早
期
改
善
の
た
め
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

管
理
者
で
あ
る
栃
木
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

令
和
４
年
度
は
室
の
沢
橋
の
下
流
側
約
200
メ
ー
ト
ル
の

区
間
に
お
い
て
、
堆
積
土
除
却
工
事
を
発
注
済
み
で
、

10
月
頃
か
ら
施
工
に
な
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
適
正
な
河
川
管
理
の
一
環
で
早
期
に
堆
積
土
除
去

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地
元
の
皆

様
と
一
緒
に
、
災
害
発
生

の
予
防
及
び
災
害
の
拡
大

を
防
止
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

渡
戸
橋
復
旧
工
事
の
現
況

と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

☆�

堆
積
土
砂
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

☆�

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
南
側

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
修
繕

工
事
に
つ
い
て

市
民
課
窓
口
業
務
は
直
接
市
民
に
関
す
る
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
部
署
で
あ
り
、
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
、
安
全
性
を
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
内
14
市
で
初
め
て
と
言
わ
れ
る
市
民
課
窓
口
業
務

の
民
間
委
託
を
導
入
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

市
民
課
窓
口
業
務
に
お
い
て
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
業
務
の

効
率
化
を
目
指
し
、
民
間
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
民
間
委
託
を
す
る
こ
と
で
、
窓
口
業
務

の
繁
忙
期
や
閑
散
期
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
人
員
配
置

が
可
能
と
な
り
、
職
員
の
定
期
異
動
に
よ
る
一
時
的

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
安

定
し
た
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

教
育
行
政
に
つ
い
て
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そ
の
他
の
質
問

☆�

学
校
給
食
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

市
立
学
校
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

☆�

公
共
下
水
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

鈴す
ず
き木　

靖や
す
ひ
ろ宏 

議
員

（
蒼
生
会
）

横よ
こ
い井　

帝た
だ
ゆ
き之 

議
員

（
新
風
）

蘒は
ぎ
わ
ら原　

政ま
さ
お夫 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
に
つ
い
て

し
っ
か
り
こ
ど
も
に
力
を
入
れ

出
生
率・出
生
数
を
上
げ
る
施
策
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
は
請
負
契
約
に
当
た
ら
な

い
た
め
、
※
地
方
自
治
法
第

142
条（
長
の
兼
業
禁

止
）の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、

市
長
は
県
議
時
代
に
佐
野
市
運
動
公
園
の
運
営
管
理

者
の
株
式
会
社
極
東
体
育
施
設
の
顧
問
を
し
て
い
た

と
い
う
情
報
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
疑
義

が
生
じ
た
の
で
、
そ
の
事
実
関
係
を
確
認
し
た
い
。

市
長

私
が
県
議
時
代
に
株
式
会
社
極
東
体
育
施
設
の

顧
問
を
し
て
い
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
家
庭
、
神
社
、
お
寺
な
ど
で
も
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
。
桃
農
家
に
行
う
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被
害

拡
大
予
防
対
策
支
援
事
業
と
同
じ
く
、
伐
倒
、
抜
根

に
対
す
る
支
援
の
予
定
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

一
般
家
庭
等
に
お
け
る
被
害
木
の
伐
採
等
に
か

か
る
助
成
で
す
が
、
県
や
近
隣
市
の
取
組
、
ま
た
本

市
の
被
害
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
兵
庫
県
明
石
市
で
取
り
組
ん
で
い
る

事
例
で
、
保
護
者
が
選
ん
だ
紙
お
む
つ
や
粉

ミ
ル
ク
な
ど
１
回
３
，０
０
０
円
相
当
の
赤
ち
ゃ
ん
用

品
を
生
後
３
か
月
か
ら
満
１
歳
ま
で
計
10
回
、
自
宅

に
届
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺

い
た
い
。こ

ど
も
福
祉
部
長

こ
の
取
組
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
、
心
理

的
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
今
後
、
県
内
だ
け
で
は
な
く
全
国
の
事
例
に

つ
い
て
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
財
源
も
含
め
、

本
市
で
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
地
方
自
治
法

　(

長
の
兼
業
禁
止
）

第 

百
四
十
二
条
　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
を
す
る
者
及
び
そ
の
支
配
人
又

は
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人（
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
が
出
資
し
て
い
る
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を

除
く
。）の
無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
若
し
く
は
監

査
役
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算

人
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　　　▲ 特定外来生物
　　　　 クビアカツヤカミキリ
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春は
る
や
ま山　

敏と
し
あ
き明 

議
員

（
新
風
）

慶け
い
の野　

常つ
ね
お夫 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

久く

ぼ保　
貴た
か
ひ
ろ洋 

議
員

（
蒼
生
会
）

桃・梨
の
盗
難
被
害
に
つ
い
て

閉
校
と
な
っ
た
学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

佐
野
市
ス
マ
ー
ト
セ
ー
フ
シ
ティ
構
想
に
つ
い
て

近
年
、
生
産
者
の
方
々
が
日
々
丹
精
込
め
ら
れ

て
作
ら
れ
た
農
産
物
が
盗
ま
れ
る
被
害
が
全
国

各
地
で
起
き
て
お
り
、
生
産
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は

大
変
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
果
樹
園
農
家
が
行
う
盗

難
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
補
助
事
業
が
あ
る
の
か
伺

い
た
い
。産

業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

本
市
及
び
栃
木
県
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

本
市
と
佐
野
農
業
協
同
組
合
等
で
組
織
し
て
い
る
佐

野
市
園
芸
振
興
協
議
会
に
お
い
て
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
事
業
と
し
て
は
、

産
地
育
成
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
２
年
度
に
協

議
会
会
員
275
名
に
対
し
て「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

中
」の
の
ぼ
り
旗
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
お

い
て
も
、
同
事
業
に
て
防
犯
用
の
の
ぼ
り
旗
を
配
布

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
は
旧
閑
馬
小
学
校
及
び
旧
飛
駒
小
学

校
に
つ
い
て
事
業
者
募
集
を
予
定
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
年
内
に
は
事
業
者
の
特
定
、
契
約
ま

で
結
び
つ
け
て
い
く
の
か
と
思
う
が
、
今
後
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
募
集
要
項
の
策

定
後
、
旧
閑
馬
小
学
校
に
つ
い
て
は
事
業
者
募
集
を

10
月
か
ら
開
始
し
、
審
査
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

令
和
５
年
１
月
を
め
ど
に
事
業
者
を
選
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
飛
駒
小
学
校
に
つ
い
て

は
若
干
時
期
を
ず
ら
し
、
旧
閑
馬
小
学
校
と
同
様
に

募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
市
有
財
産
の
有

効
活
用
は
も
と
よ
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
重

要
な
取
組
と
な
り
ま
す
の
で
、
地

域
へ
の
貢
献
度
が
高
く
、
様
々
な

連
携
が
図
れ
る
事
業
者
を
選
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

の
状
況
が
84
％
、
使
用
機
器
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
69
％
、
パ
ソ
コ
ン
が
15
％
と
い
う
数
字

が
出
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
を
重
視
し
、

一
人
も
残
さ
ず
、
共
に
住
み
や
す
い
都
市
を
目
指
す
た

め
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

現
在
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
講
習
の
実
施
を
様
々

な
部
署
で
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
10
月
か
ら
の
健
康
増
進
の
実
証
実
験
に
お
い
て
は
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
に
、
ス

マ
ー
ト
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
佐
野
推
進
協
議
会
の
会
員
で

あ
る
通
信
事
業
者
の
方
と
連
携
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
使
っ
て
参
加
す
る
た
め
の
事
前
相
談
会
の
開

催
な
ど
の
取
組
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
西
中
学
校
区
義
務
教
育
学
校
設
置
地
域

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

☆�

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）に
お
け
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

公
有
地
の
放
置
竹
林
に

つ
い
て

☆�

佐
野
市
指
定
ご
み
袋
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
に
つ
い
て
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澤さ
わ
だ田　

裕ひ
ろ
ゆ
き之 

議
員

（
蒼
生
会
）

小お
ぐ
ら倉　

健け
ん
い
ち一 

議
員

（
志
翔
会
）

木き
む
ら村　

久ひ
さ
お雄 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

林
地
保
全（
伐
採
届
出
制
度
）に
つ
い
て

※
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
に
つ
い
て

経
済
支
援
に
つ
い
て

土
砂
の
流
出
や
崩
壊
が
発
生
し
な
い
よ
う
十
分

な
林
地
保
全
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
伐
採

届
出
時
に
は
伐
採
及
び
集
材
に
か
か
る
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
提
出
や
搬
出
計
画
図
、
誓
約
書
の
提
出
を

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。産

業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

令
和
４
年
４
月
に
、
林
野
庁
に
よ
り
伐
採
及
び

伐
採
後
の
造
林
の
届
出
等
の
制
度
に
関
す
る
事
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
改
正
さ
れ
、
伐
採
及
び
集
材
に
か
か
る

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
搬
出
計
画
書
が
、
必
要
に
応
じ

て
届
出
時
に
添
付
を
求
め
る
書
類
と
し
て
例
示
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
皆
伐
の
場
合
に

は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
搬
出
計
画
書
の
添
付
を
お
願

い
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
誓
約
書
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
改

正
が
進
め
ら
れ
て
い
る
森
林
法
施
行
規
則
の
内
容
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

必
要
以
上
に
叱
責
な
ど
を
し
て
厳
し
く
育
て
よ
う

と
す
る
の
は
、
大
人
が
子
ど
も
を
管
理
し
や
す

く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
、

意
見
を
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
子
ど
も
の
立
場
だ

け
に
立
ち
、
周
囲
の
大
人
に
対
し
意
見
を
代
弁
す
る
ア

ド
ボ
ケ
イ
ト
の
養
成
が
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

子
ど
も
の
声
を
聞
き
、意
見
表
明
を
支
援
す
る
ア

ド
ボ
ケ
イ
ト
の
理
念
は
、子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る

上
で
大
切
な
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
養
成
に
つ
い
て
は
、現
在
民
間
団
体
で
研
究
が
始
ま
っ

た
段
階
で
あ
り
、本
市
と
し
て
講
座
等
を
開
催
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
考
え
方
を
理

解
し
た
職
員
や
相
談
員
が
、子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
普
及
啓
発

活
動
や
児
童
相
談
所
等
の
職
員

と
の
意
見
交
換
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、そ
の
理
念
が
広
ま
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
を
少
し
で
も
助
成
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

教
育
部
長

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
食
材
費
も
大
幅
に
値

上
が
り
し
て
い
る
た
め
、
令
和
４
年
度
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
学
校
給
食
費
に
か
か
る
食
材
費
を
、
小
学

校
及
び
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
の
児
童
１
人
に
つ

き
月
額
336
円（
１
食
当
た
り
約
19
円
）、
中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
後
期
課
程
の
生
徒
１
人
に
つ
き
月
額

385
円（
１
食
当
た
り
約
22
円
）増
額
し
、
保
護
者
に
負

担
増
を
求
め
る
こ
と
な
く
学
校
給
食
の
品
質
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
学
校
給
食
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
４
年
度
の
物
価
高
騰
対
策

に
つ
い
て
、
今
後
の
物
価
高
騰
の
状
況
、
国
の
状
況
等

を
勘
案
し
、
そ
の
後
、
来
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て

も
適
切
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

環
境
政
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

災
害
対
策
に
つ
い
て

☆�

佐
野
市
消
防
団
に
つ
い
て

☆�

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
被
害
に
つ
い
て

※アドボケイトとは・・・
権利主張ができない子どもや
障がい者、寝たきりの人など
に代わり、その権利を代弁し、
擁護する人のこと。
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9月定例会一般質問

早は
や
か
わ川　
貴た
か
み
つ光 

議
員

滝た
き
た田　
洋よ
う
こ子 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

飯い
い
だ田　

昌ま
さ
ひ
ろ弘 

議
員

（
蒼
生
会
）

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て

教
職
員
の
負
担
軽
減
と
部
活
動
の一部
を
地
域

移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

佐
野
市
は
、
桃
の
収
穫
量
、
作
付
面
積
、
出
荷

量
が
県
内
１
位
で
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の
名
称

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
の
被
害
が
止
ま
ら
な
い
状
況
だ
と
、
フ
ル
ー
ツ

ラ
イ
ン
か
ら
桃
が
消
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
声
が

果
実
園
経
営
者
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。
果
実
園
に
対

し
、
被
害
に
対
す
る
支
援
や
指
導
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

桃
農
家
に
対
す
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対

策
の
援
助
と
し
て
、
栃
木
県
と
本
市
共
同
で
実
施
し

て
い
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被
害
拡
大
予
防
対

策
支
援
事
業
が
あ
り
、
被
害
樹
伐
倒
支
援
事
業
と
、

飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
購
入
支
援
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
除
や
駆
除
等
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
農
家

か
ら
の
依
頼
等
が
あ
れ
ば
、
栃
木
県
安
足
農
業
振
興
事

務
所
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
地
域
移
行
へ
の
行
政
の
関
与
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

教
育
長

地
域
に
移
行
し
て
い
く
た
め
の
課
題
と
し
て

は
、
受
け
皿
と
な
る
地
域
運
営
団
体
の
確
保
か
ら
始

ま
り
、
人
件
費
等
の
予
算
の
確
保
、
地
域
指
導
者
の

確
保
、
活
動
場
所
の
確
保
、
活
動
場
所
へ
の
移
動
手

段
等
、
さ
ら
に
現
在
の
顧
問
で
あ
る
中
学
校
教
職
員

の
関
わ
り
方
等
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
本
市

に
新
た
に
、
学
識
経
験
者
、
小
学
校・中
学
校
関
係
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
各
団
体
の
代

表
者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
協
議
会
の
設
置
を
、
年

内
を
目
標
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
し
て
も
、
部
活
動
の
地
域
移
行
は
こ
れ
か

ら
の
本
市
の
教
育
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
取
り
組

み
で
す
の
で
、
慎
重
か
つ
迅
速
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
４
回
目
の
接
種
対

象
者
以
外
で
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

す
る
方
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
接
種
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

４
回
目
接
種
対
象
者
以
外
の
方
の
今
後
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
に
お
い

て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実

施
に
つ
い
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
９
月
下
旬
に
４
回
目
の
接
種

対
象
者
で
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
か
ら
接
種

を
開
始
し
、
10
月
半
ば
を
め
ど
と
し
て
、
２
回
目
接

種
が
完
了
し
た
全
て
の
方
に
対
し
て
順
次
接
種
が
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
支
援
に
つ
い
て

☆�

蓬
山
ロ
グ
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

建
設
工
事
関
連
の
業
務

委
託
に
関
す
る
ダ
ン
ピ

ン
グ
対
策
に
つ
い
て
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9月定例会一般質問

小こ
も
り森　

隆
り
ゅ
う
い
ち一 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

菅す
が
わ
ら原　

　
達
と
お
る 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

長な
が
は
ま浜　

成な
る
ひ
と仁 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

地
球
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
緩
和
と
適
応
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
幸
せ
」最
優
先
の
街
に

日
本
一
暑
い
佐
野
が
、
暑
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
そ
れ
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に

対
す
る
環
境
へ
の
意
識
啓
発
と
市
内
外
に
対
す
る
本

市
の
魅
力
の
発
信
に
つ
な
げ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
市
民
や
観
光
客
に
暑
い
ま
ち
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
か
ら
転
じ
た
プ
ラ
ス
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
施
策
と
し
て
、
緑
化
の
推
進
や
水
の
活
用
に
加
え
、

公
共
や
民
間
の
施
設
で
気
軽
に
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。市

民
生
活
部
長

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
は
国
が
推
奨
し
て
い
る
温
暖
化

対
策
の
一
つ
で
あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
取
組
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）ワ
ク
チ

ン
の
男
性
へ
の
無
料
接
種
や
助
成
制
度
に
つ
い

て
、
本
市
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
４
価
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
男
性
に
お
い
て
肛
門
が
ん
や
咽
頭
が
ん
、

性
感
染
症
の
尖せ
ん
け
い圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
等
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
、
令
和
２
年
12
月
に
男
性
へ
の
使

用
も
了
承
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
男
性
の
接
種
に
つ
い
て
、
安

全
性
に
関
す
る
確
認
等
を
目
的
に
使
用
成
績
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
厚
生
労

働
省
の
調
査
に
基
づ
い
た
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

VACCINE

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
の
確
保
に
つ
い
て
、

図
書
館
等
を
利
用
し
、
自
宅
外
で
学
習
が
で
き

る
環
境
整
備
を
も
っ
と
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長

現
在
、
た
ぬ
ま
ふ
る
さ
と
館
２
階
展
示
室
を
継

続
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
佐
野
駅

前
交
流
プ
ラ
ザ
「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」
の
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル
を
お
お
む
ね
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
半
ま
で

開
放
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
各
施
設
の
設
置
条
例
等
に
基
づ
い
て
利

用
目
的
や
用
途
の
範
囲
、
使
用
料
等
の
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
、
本
来
の
利
用
者
の
活
動
を
妨
げ
な
い
範

囲
で
施
設
の
開
放
等
、
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

避
難
所
の
体
制
整
備
に

つ
い
て

☆�

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
授
業

の
推
進
に
つ
い
て

☆�

公
共
施
設
へ
のW

i-Fi

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

☆�

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

健
康
増
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
運
用

に
つ
い
て

☆�

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
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9月定例会一般質問

小こ
ぐ
れ暮　

博ひ
ろ
し志 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

横よ
こ
た田　

　
誠
ま
こ
と 

議
員

（
新
風
）

２
０
４
０
年
問
題
を
見
据
え
た
取
組
に
つ
い
て

※
圃
場
整
備
事
業
に
関
し
て

地
域
包
括
ケ
ア
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ケ

ア
領
域
に
お
け
る
新
た
な
人
材
が
不
可
欠
で
あ

り
、
各
地
に
広
が
り
、
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
地
域
住
民
に
よ
り
近
い
立
場
で
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
関
わ
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
を
採
用

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
一
定
期
間
移
住
し
た

地
域
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
や
、
住
民
生
活
支
援

な
ど
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域

へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
取
組
で

あ
る
た
め
、
貴
重
な
人
材
で
す
。

　

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活

用
で
き
る
か
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

圃
場
整
備
完
了
後
は
、
道
路
、
水
路
、
排
水
路

の
適
正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
が
、
過
疎
化
、

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
地
域
住
民
が
担
っ
て
き
た

日
常
的
な
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
維
持

管
理
と
し
て
良
好
な
方
法
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

圃
場
整
備
事
業
で
整
備
し
た
道
路
、
水
路
、
排

水
路
の
ハ
ー
ド
面
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
本
市
や
土

地
改
良
区
で
行
い
、
日
常
的
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
地
元
の
農
業
者
の
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
地
元
の
農
業
者
が
日
常
的
な
維
持
管
理
を
行

う
上
で
有
効
な
手
段
と
し
て
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
組
織
の
負
担

軽
減
等
を
目
的
と
し
た（
仮

称
）佐
野
市
多
面
的
機
能
支

払
推
進
協
議
会
の
設
立
を
令

和
５
年
度
当
初
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

件　　名　【内　　容】 議決結果等

報告第７号
公益財団法人佐野市民文化振興事業団の経営状況を説明する書
類の提出について
【令和４年度の事業計画及び予算並びに令和３年度の決算】

報告 －

　８月３日（水）に第４回臨時会が行われました。審議された議案等
とその結果は、次のとおりです。

審議された議案等と結果
令和4年第4回臨時会　

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

小
規
模
多
機
能
自
治
に

つ
い
て

※圃
 ほ じょう

場とは・・・
水田や畑など、農作物を栽
培するための場所のこと。
圃場整備は農道などを整備
する公共事業のこと。
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審議された議案等と結果

件　　名　【内　　容】 議決結果等

報告第８号
公益財団法人佐野市農業公社の経営状況を説明する書類の提出
について
【令和４年度の事業計画及び予算並びに令和３年度の決算】

報告 －

報告第９号
株式会社どまんなかたぬまの経営状況を説明する書類の提出に
ついて
【令和４年度の事業計画及び予算並びに令和３年度の決算】

報告 －

報告第10号
市長の専決処分事項の報告について
【令和4年4月26日に発生した車両損傷事故についての損害賠償
の額の決定及び和解】

報告 －

報告第11号
市長の専決処分事項の報告について
【令和4年2月2日に発生した交通事故についての損害賠償の額の
決定及び和解】

報告 －

報告第12号
市長の専決処分事項の報告について
【令和4年5月15日に発生した車両損傷事故についての損害賠償
の額の決定及び和解】

報告 －

議案第46号
令和４年度佐野市一般会計補正予算（第５号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ749 ,519千円を追加】

原案可決 賛成全員 
(欠席１名)

※議案第46号の表決において、金子保利議員が欠席しました。

件　　名　【内　　容】 議決結果等

報告第13号
継続費精算報告書の提出について
【葛生・常盤中学校区小中一貫校整備事業】

報告 －

報告第14号
令和３年度健全化判断比率及び資金不足比率について
【令和３年度の決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告】

報告 －

議案第47号
人権擁護委員候補者の推薦について
【尾

お

花
ばな

　淳
あつ

美
み

氏を推薦】
推薦同意 賛成全員

議案第48号
人権擁護委員候補者の推薦について
【麻

あそ

生
う

　芳
よし

子
こ

氏を推薦】
推薦同意 賛成全員

　第5回定例会（9月定例会）は、9月2日（金）から9月27日（火）まで
の26日間の日程で行われました。審議された議案等とその結果は、
次のとおりです。令和３年度決算に係る議案は、３ページをご覧
ください。

令和4年第5回定例会（9月定例会）
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件　　名　【内　　容】 議決結果等

議案第49号
人権擁護委員候補者の推薦について
【兵
ひょう

藤
どう

　勇
いさむ

氏を推薦】
推薦同意 賛成全員

議案第50号
佐野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の改正について
【育児参加のための休暇の対象期間を拡大するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第51号
佐野市職員の育児休業等に関する条例の改正について
【地方公務員の育児休業等に関する法律等の改正に伴い、所要の
規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第52号
佐野市職員の特殊勤務手当に関する条例の改正について
【職員の特殊勤務手当の種類等を改めるための改正】

原案可決 賛成全員

議案第53号
佐野市手数料条例の改正について
【長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の改正に伴い建築関
係手数料を改め、及び所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第54号
佐野市博物館条例の制定について
【佐野市郷土博物館の管理を指定管理者に行わせ、及び所要の規
定を整備するための制定】

原案可決 賛成全員

議案第55号
佐野市立美術館条例の改正について
【博物館法の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第56号
佐野市予防接種健康被害調査委員会条例の制定について
【佐野市予防接種健康被害調査委員会を設置するための制定】

原案可決 賛成全員

議案第57号
小型動力ポンプ付積載車の取得について
【小型動力ポンプ付積載車の取得】

原案可決 賛成全員

議案第65号
令和4年度佐野市一般会計補正予算（第6号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ3,120 ,345千円を追加、繰越明
許費の補正、債務負担行為の補正、地方債の補正】

原案可決 賛成全員

議案第66号

令和4年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算
（第1号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ222 ,486千円を追加、債務負担
行為の補正】

原案可決 賛成全員

議案第67号
令和4年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
補正予算（第1号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ3,000千円を追加】

原案可決 賛成全員

議案第68号
令和4年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算

（第1号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ301 ,067千円を追加】

原案可決 賛成全員
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こちらから
ご覧になれます

議案等を
市議会ホームページで公開しています　

※�建設常任委員会及び経済文教常任委員会の開会時間は、付託された議案等の件数が６件以下の場合は午前10時に開会
し、７件以上の場合は午前９時に開会となります。

　新型コロナウイルスの感染状況により、日程を変更する場合があります。
　令和4年12月定例会の日程は、11月25日(金)の議会運営委員会で内定し、12月2日（金）の本会議で決定
します。

11/21日（月） 22日（火） 23日（水・祝） 24日（木） 25日（金） 26日（土） 27日（日）

請願・陳情 
提出期限（17:00)

10:00 
議会運営委員会

28日（月） 29日（火） 30日（水） 12/1日（木） 2日（金） 3日（土） 4日（日）

10:00 本会議 
（開会、議案説明） 休会 休会

5日（月） 6日（火） 7日（水） 8日（木） 9日（金） 10日（土） 11日（日）

休会 10:00 本会議 
（議案質疑）

10:00 本会議 
（一般質問）

10:00 本会議 
（一般質問）

10:00 本会議 
（一般質問） 休会 休会

12日（月） 13日（火） 14日（水） 15日（木） 16日（金） 17日（土） 18日（日）

10:00 本会議 
（一般質問）

9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 休会 休会 休会

19日（月） 20日（火） 21日（水） 22日（木） 23日（金） 24日（土） 25日（日）

10:00 本会議
（委員長報告、質疑、
討論、表決、閉会）

12月定例会日程（案）12月定例会日程（案）令和4年

件　　名　【内　　容】 議決結果等

議案第69号
令和4年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ3,912千円を追加、債務負担行
為の補正】

原案可決 賛成全員

議案第70号 液晶ディスプレイ等の取得について
【佐野市立学校において使用する液晶ディスプレイ等の取得】 原案可決 賛成全員

議案第71号 令和４年度佐野市一般会計補正予算（第７号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ795 ,781千円を追加】 原案可決 賛成全員
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【
編
集
委
員
会
】

　
委
員
長
　
鈴
木
　
靖
宏

　
委
　
員
　
慶
野
　
常
夫

　
委
　
員
　
木
村
　
久
雄

　
委
　
員
　
横
井
　
帝
之

　
委
　
員
　
久
保
　
貴
洋

　

９
月
の
定
例
会
で
は
、

国
体
・
障
ス
ポ
が
10
月
に

栃
木
県
で
開
催
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
初
日
と
最
終
日
、

各
常
任
委
員
会
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
で
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
20
名

が
登
壇
し
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
令
和
３
年
度
各
会

計
決
算
の
審
査
で
は
、
一

般
会
計
に
19
名
、
特
別
会

計
及
び
企
業
会
計
に
16
名

が
登
壇
し
、
活
発
な
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
寒
い
時
期
と

な
り
ま
す
の
で
、
体
調
を

崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

�

（
木
村
記
）

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会の
オリジナルポロシャツを着用しました

　議会では、10月に開催されたいちご一会とちぎ国体・
とちぎ大会をPRするためにオリジナルポロシャツを作成
しました。
　9月定例会ではオリジナルポロシャツを着用し、大会
の開催を盛り上げました。

　令和4年9月27日(火)に、乳幼児教育についての講演会が開催されました。
　佐野Strong Start研究会より13名の先生方が出席し、「佐野市の教育・保育施設の社会
的役割と課題」と題し、幼稚園・認定こども園、私立保育園、小規模保育園、学童保育の観
点から4名の方にご講演をいただき、佐野市の乳幼児教育・保育施設を取り巻く現状と課題
を知る良い機会となりました。

９月
定例会で

佐野市で開催された
バレーボールとラグビー
フットボール競技をする
さのまる

議会での
様子

     ポロシャツ着用日
○本会議初日・最終日（9月2日、27日）
○常任委員会（9月13日、14日）
○決算審査特別委員会（9月16日、20日、21日、22日）

乳幼児教育に
ついての講演会が
開催されました

デザイン

ネイビー色

　本会議の初日と最終日では、市長をはじめとする執行部は議員と同じデザインのライトブルーのポロシャツ
を揃って着用し、各委員会では、執行部はいちご一会国体・とちぎ大会PRポロシャツやPRデザインの入った
ポロシャツを着用しました。議会の様子はインターネットにて議会中継でご覧いただけます。

佐野市議会ホームページにおいて、議会の映像や会議録をご覧になれます。 佐野市議会

佐野市議会事務局	 電話：0283-20-3036　　ファックス：0283-21-4411
〒327-8501	佐野市高砂町 1番地	 電子メール：gikai@city.sano.lg.jp
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